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 人口減少による水需要の減少が見込まれ

る中、京都府営水道事業経営審議会にて

「水需要専門部会」を設置し、専門的な意

見をいただきながら、統計的な推計方法

（モンテカルロシミュレーション）を導

入し令和元年度に事業運営の基礎となる

水需要予測をとりまとめました。 
 
 
 
 現有施設能力（166,000m3/日）を維持し、

更新工事や大規模・長期の支障に備え、府

営水道全体で維持管理用の予備として１

系列を確保した上で、府営水の一日最大

給水量の供給を行っています。 

 長期的な水需要予測に応じた府営水道と受水市町の適正な施設規模と配置の案を

複数案作成し、受水市町との検討に着手しました。 
 
 
 

 

 

 

 「更新基準年数」を設定し、１０年間（令和６年度まで）の建設改良計画を策定し、

それに応じた収支計画（京都府営水道経営レポート）を策定することにより、計画

的に更新等を実施しています。 

 令和４年度で宇治浄水場が給水開始以降５７年を、木津浄水場が４４年を経過して

おり、重点的に更新等を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 将来の水需要と府営水道の適正規模 

① 水需要の予測 

２ 安心・安全な給水体制の確保【リスク別対策】 

① 施設の老朽化対策・耐震化（浄水場・ポンプ場） 

宇 治 浄 水 場 

脱水機の更新 汚泥掻寄機の更新 オゾン発生装置の更新 中央監視制御装置の更新 中間ポンプ設備の更新 

乙訓浄水場 

中央監視制御装置の更新 

木 津 浄 水 場 

ろ過池機械設備の更新 取水ポンプ設備の更新 薬品注入設備の更新 沈殿池掻寄機の更新 

② 府営水道施設の適正規模 

水需要予測フロー 
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 乙訓浄水場の耐震補強が平成２８年度に完成し、３浄水場全ての取水から浄水場出

口までの耐震化が完了し、安定した浄水処理を確保しています。 

 耐震補強や設備更新に当たっては、府営水道全体

で確保している予備力１系列を広域水運用により

有効活用し、受水市町への供給に影響を及ぼさな

いよう進めています。 

 

 

 管路の耐震化は、耐震継手管への布設替えとなるため、老朽化更新とも整合を図り

ながら計画的に進めています。 

 設置年度が古く老朽化が進む宇治系送水管路の幹線・城陽線の更新を平成２６年度

から最優先で取り組んでおり、城陽線区間（2.6km）を完成させ平成２９年度に供用

開始し、宇治市街地区間（3.6km）を完成させ部分供用開始（2.2km）するなど集中

的に実施しています。 

 実施にあたっては、埋設環境・道路状況及び技術開発等の状況の変化に対応しなが

ら進めており、小口径シールド工法の採用などによりコスト削減も併せて行ってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 宇治系送水管路の更新に引き続き、液状化の可能性が高い上、耐震性が比較的低く

経年管となっている木津系管路の更新・耐震化計画策定に着手しています。 

鉄筋探査

削孔

鉄筋挿入
モルタル充填

乙訓浄水場の耐震補強 

① 施設の老朽化対策・耐震化（管路） 
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